
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                       

 

 

 

 

  

 

今年は“秋”と思える日が確実に多いようですね。季節の先取り、お腹を冷やさない工夫をぜひ！ 
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 9 月 27 日（日曜日）は旧暦の 8 月 15 日、中秋の名月でした。天気も良

く、夜空にくっきりと浮かぶまん丸いお月様に感動された方も多かったことと

思います。「名月をとってくれろと泣く子かな」小林一茶の作品です。そうい

えば私は小学校に上がるか上がらない頃、金盥（たらい）に満月を映しておく

とお餅ができるという話を本気にしていました。「名月や池をめぐりて夜もす

がら」うつくしい月を池の周りを散歩しながら眺めていると知らぬ間に時間が

経ってしまっていた、芭蕉の句は今年の私にぴったりでした。「月天心貧しき

町を通りけり」蕪村の作ですが、こころの奥にひびく絵になる句だと思います。 

 

すが、数十キロメートルに達したこともあります。として午前８時すぎに兵庫

県に「竜巻注意情報」を発表しました。 

気象庁は、４日は局地的に大気の状態が不安定になっているため地元の気象台

が発表する情報に十分注意するよう呼びかけています。メリカ軍の攻撃を受

け、沈みました。教師をしていた祖母は、出征の時「お国のために死んでこい！」

と送り出し、家で泣いていたことを何回も祖父から繰り返し聞かされました。

悲劇は二度と繰り返してはならない、不戦の誓いを新たにする 8 月です。 

【ニュース】 

１．診療日の変更をお知らせします（再掲示）。 

10 月２日（金曜日）３日（土曜日）は、恒例の大鳥

美波比（みはい）神社のだんぢりで、お休みをいただき

ました。ご迷惑をおかけしましたが、恒例のことで鳳の

まちは活気にあふれていました。 

 

２．骨そしょう症の検査の日程 

１０月はお休みですが 11 月は 17 日（火曜日）です 

  

 

デケロズ～」、「ンダバ コレオマゲスッガラヨ～」の声も清々しく、地元の新鮮な野菜や山菜、

果物、また自分で作った笹巻きやしそ巻き・南蛮みそなどがずらっと並びますが、中に面白いも

のがありました。それはキハダです。漢方薬では「黄柏（おうばく）」として知られていますが、

おばあたちは「薬を売ってる」感覚はありませんし、売ってはいけません（薬事法の壁がありま

す）。でも、にこにこと「お腹こわしても、これだけで治るで」と差し出してきます。「お湯で煮

つめると真っ黄色になる。それを飲んだらええ。」らしい。このキハダ、関西では奈良県の代表

的な民間薬、陀羅尼助の主成分でもあります。さらに、薬草としてのキハダは樹皮ですが、皮を

剥いだ後の木製のコップもあります。「オマゲダ」と中にはキハダの樹皮が・・・。最初はゆっ

くり足湯につかりながら市の様子を眺めていたのですが、キハダの話はとても興味深かったの

と、「これさえあれお腹こわしても大丈夫」と確信を持った語りに引きこまれていました。 

 

 

をときにたときに「ようなったか？ちゃんと寝てたか？」と必ず聞きます。ぼーっとテレビなど

みてようものなら、鬼のような顔で「ぼうず、ちゃんと治す気あるんか？何のために休んでるね

【ミタクリ歳時記 キハダ（おうばく）のおはなし】 

３．インフルエンザワクチンについて 

実施：平成 27 年 10 月 21 日（水）～平成 28 年 3

月末（助成期間は平成 28 年 1 月末まで） 

 当院での費用（自己負担額）は次のとおりです。  

１）堺市在住の 65 歳以上の方（接種日時点）  

         自己負担額 1,500 円  

２）13 歳から 64 歳以下の方および堺市外の 65 才以

上の方 → 接種回数 1 回  

           自己負担額 3,500 円 

３）3 歳から 13 歳未満の方 → 接種回数 2 回 

  1 回目、2 回目ともに 3,500 円 

 

 

 
 縄文文化のツアーで山形に行き、肘折温泉に宿泊しました。開湯の歴史は

807 年にまで遡りますから、1200 年以上の歴史があるわけです。泉質は、

ナトリウムー塩化物・炭酸水素塩温泉で、食塩（保温）や重曹（古い角質を

洗い流す）・炭酸ガス（血管拡張）の相乗効果を効能として謳い、古くから湯

治場として愛されてきました。ここの特徴の一つに、朝市があります。「マゲ

デケロズ～」、「ンダバ コレオマゲスッガラヨ～」の声も清々しい朝です。地

元の新鮮な野菜や山菜、果物、また自分で作った笹巻きやしそ巻き・南蛮み

そなどがずらっと並びますが、面白いものがありました。それはキハダです。

漢方薬では「黄柏（おうばく）」 

を迎えました。「月より「漢方薬の保険外し」に反対の声を募集してますが、

たくさんのご意見をいただき、ありがとうございます。1976 年（昭和 51

年）に健康保険が全面的に漢方薬に適応されることになり、「これで多くの方

に漢方治療を受けていただける！」と興奮して語っていた父の表情は今もは

っきりと記憶に残ってます。父は漢方の医者でしたから、私の成長過程での

治療薬はすべて漢方薬でした。そこで学んだこと・・「一に養生、二に看病」

私は、カゼをひくとすぐ「今日は休め」と学校を休まされました。特におな

かのカゼの時は最低 3 日間は強制的でした。で、「これ飲んどけ」と漢方を

出されます。夕方、父は帰ってきたときに「ようなったか？ちゃんと寝てた

か？」と必ず聞きます。ぼーっとテレビなどみてようものなら、鬼のような

ると真っ黄色になる。それを飲んだらええ。」らしい。このキハダ、奈良県の代表的な民間薬、陀羅尼助の主成分

でもあります。さらに、薬草としてのキハダは樹皮ですが、尾花沢・銀山温泉では皮を剥いだ後の木製のコップ

もありました。「オマゲダ」と中にはキハダの樹皮がびっしり・・・。漢方薬としての効果は、煎じて飲むと胃腸

症状、うがいで口内炎、樹皮を煮詰めて肌に塗ると湿疹全般に役立ちますが、土地の人々の智恵として「これさ

えあればええ！」と確信を持った素朴なおばあの語りに引きこまれていました。 

 

 

をときにたときに「ようなったか？ちゃんと寝てたか？」と必ず聞きます。ぼーっとテレビなどみてようものな
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【欣子先生の診察室だより】 

先月、山形の縄文の女神（土偶）をみるツアーに参加しました。 

博物館で縄文時代の造形美を堪能し、出土した遺跡に立ち、確かにい

にしえの人たちがこの場所で生活をし同じように山々を眺めていたのか

と思うと不思議な気がしました。その時代には十勝の黒曜石（こくよう

せき）や糸魚川のヒスイが全国に散らばっていることをみるとものすご

くダイナミックに人の交流があったのだと思うのですがその人達はどこ

から来てどんな言葉で話し、病気や死をどう受け止めていたのかしら？

何か一つ願い事が叶うとすれば、縄文の時代にタイムトラベルさせて欲

しい！のですけど死ぬまでに実現できそうもないよね（笑） 

そのあとは肘折温泉で一泊。三谷先生のコラムにありますが、その温

泉街では朝から市が立ちます。おばちゃん、いや、おばあたちがとりと

めもない話をしながら商いをしているのですが、皆さんお元気！！私た

ちが臨床の経験で、人が元気になるためには「居場所」「仲間」「人の役

に立っていると思えること」この三つが大事だと思っていてそのための

場所として“みんなの応援室ちぐさのもり“を立ち上げたのですが肘折

温泉にはその三つがそろっているのです。共同温泉も「居場所」のひと

つ。その上いまは貴重な”混浴文化”が残っているのです。混浴という

とひどく猥雑な感じがするのですがお宿の方が説明してくださったこと

で合点がいったことがあります。ンゴルにいってきました。モンゴルっ

てチンギスハーンの時代に世界史上一番広い領土を持った国で、その騎

馬民族の秘密を知りたくて遊牧民のホームステイを選びました。あのゲ

ルという移動可能なテントに 4 泊。夏の主食は馬乳酒という馬の乳を発

酵させた微炭酸の飲料。ホスト家族の朝ご飯はこれだけでした。2･3％

のアルコールが含まれることになりますが子供でもごくごくお茶碗いっ

ぱいのみます。遊牧民にとって客へのおもてなしの飲み物でもあるので

必ずふるまわれますが、味はちょっと酸っぱくちょっと野獣臭くお世辞

にも美味しいとは思えないのですが、ガイドさんも運転手さんも「懐か

しい～持って帰りたい～」とのこと。遊牧民のソウルフードなんですね。

あとは牛乳からつくる固形の酸っぱい酸っぱいヨーグルト（ゲルの屋根

の上で干します）が基本の食事。そして砂糖ではなく塩の入ったミルク

ティーが水分補給。そこに干し肉を戻した汁でつくるうどんや蒸し焼き

そばや揚げ餃子の様な物がとき 

どき入りますが、ほとんど塩で薄く味付けしただけで野菜もジャガイ

モ・にんじん・玉葱だけ。冬には家畜の肉をたくさん食べて胃が疲れる

ので夏には白い物（馬乳酒、チーズなど）で整えるのだそうです。発酵

食品をしっかり取り込んで腸内の免疫を整えている様子が良くわかりま

す。 

あと驚きは山羊の解体。普通夏には肉は食べないのですが、山羊だけ

は夏ばてを防ぐといわれていてホームステイ中に 1 頭解体されました。

モンゴルの解体のしかた 

で合点がいったことがあります。「先日、ご主人が身体に障害のある奥さんを連れて温泉に来られました。迷

いながらも夫婦で混浴に入られた時、先に入っていた 2 人の女性がお世話してあげるよと親切に助けてくれ

たって喜んで帰られました。」家族風呂もありますが、素人が安全に入浴介助するのは非常に難しい。こんな

ときに人のチカラを借りられるのが混浴って事ですね。これから高齢化社会を迎え夫婦でも老老介護があた

りまえの時代です。そんなときにお世話できる人がお世話をする。お世話する人は自分が人の役に立つこと

で充実感があり、される人もうれしい。上質の温泉を介して朝市と混浴文化という人を元気にさせる装置が

ダブルで備わっているのです。恐るべし肘折温泉！今回は混浴にはチャレンジできずに終わりましたが、次

回こそ！早くしないと、建て替えたら男女別にしなさいという行政からの指導になっていて混浴はなくなっ

てしまうのですって。でもきっと湯浴み着着用（泣）。おばちゃんのように素っ裸には・・まだまだ修行が足

りません。 

 

 

ていているからこその技術！解剖学がわかっていれば、人間が落馬で脱臼や怪我をしても簡単に治せること

ができるし、戦の時も食糧（=家畜）が自分で移動してくれるので長距離を移動しやすい。騎馬民族の強さの

一端はここにあるなと確信しました。たまたま軍隊から立ち退き命令があり引っ越しまで体験したのですが、

なんと彼らの持ち物の少ないこと！！それに比べて私のゴミの量の多さ！！飴の個包装の袋・ウエットティ

ッシュの山・・・何の役にも立たない電池の切れた電化製品も白々しく見えました。彼らは水は川から、燃

料は乾燥した牛糞、裸電球と TV の充電はソーラーパネル、食糧は家畜と本当に捨てる物なく無駄が何もあ

りません。自然からいただき、自然に返るものばかりです。そっくり真似ができないにしても、“便利だから”

と増えていく物の多さを反省しもっとシンプルな生活を心がけようと思いました 

 

 

【外来担当医一覧 ２０１５年１０月現在】  予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽 三谷 巽／三谷 巽 巽／三谷 三谷 

午  後

（14:00-16:00） 

巽（予約） 巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  巽（訪問診療） 巽（予約） 

三谷（訪問診療） 

 

夜 診

（16:30-18:30） 

 三谷 三谷  三谷  

 


